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研究成果の概要（和文）：尿失禁を有する脳卒中入院患者の失禁関連皮膚炎（IAD）の有病率は約50%にも至るこ
とを明らかにした。陰部皮膚に定着する特定の細菌が産生するバイオフィルム形成能がIAD保有群で有意に高か
った。IADの発生に皮膚ｐHの上昇が関与すると仮設し、IAD保有者は未保有者と比較して陰部皮膚上にウレアー
ゼ産生菌活性が有意に高いことを示した。

研究成果の概要（英文）：The prevalence of incontinence-associated dermatitis (IAD) in stroke 
patients with urinary incontinence at a Japanese acute hospital was reached to be around 50%. The 
biofilm formation of certain species on and around genital skin was significantly higher in the IAD 
group compared with no-IAD group. Hypothesizing that elevated skin pH is related with the 
development of IAD, we clarified that there was a significant association between the presence of 
urease-producing bacteria and IAD development in hospitalized stroke patients.

研究分野：基礎看護学、看護理工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の対象者において痛み、痒み、二次感染、ならびに褥瘡発生リスクと関連する失禁関連皮膚炎（IAD）に
関する研究を行った。本研究の看護理工学的アプローチにより、IAD発生機序の一端を明らかにすることができ
た。本研究の結果は、IAD発生機序を分子レベルでさらに深堀するとともに、看護学にとって基本的かつ重要な
「陰部の洗浄・保清」に関するアドバンストスキンケアモデル確立の波及効果が将来期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
入院患者の失禁ケアとしてパッドを利用するが、陰部皮膚への尿の持続的暴露により失禁関連
皮膚炎の発生リスクがある。失禁関連皮膚炎は痛みや掻痒感に伴い生活の質を著しく低下させ
るため、その予防と治療が深刻な課題となっている。尿失禁に伴う皮膚浸軟、尿便の付着、代謝
により排出された薬剤、あるいは皮膚細菌の増殖が陰部の皮膚バリア機能の破壊、および結果と
して失禁関連皮膚炎が発生すると考えられているが、それらのうちどれが失禁関連皮膚炎発生
と強く関連しているのか、どのように失禁関連皮膚炎発生と関連しているのかの作用機序解明
に関して、現段階で決定的な証拠は得られていない。 
 
２．研究の目的 
単に皮膚細菌が増殖するだけでなくそのバイオフィルム形成が失禁関連皮膚炎発生に関連する
と仮説し、本研究では、先ず急性期病院１施設で尿失禁を有する脳卒中入院患者の失禁関連皮膚
炎有病率を調査した。次いで陰部周囲の皮膚表面から細菌を分離培養し、そのバイオフィルム形
成能を評価した。最後に、バイオフィルム形成菌の存在が研究対象者の失禁関連皮膚炎発生に関
与することを実証することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
（１）急性期病院１施設で尿失禁を有する（失禁パッドによる陰部洗浄ケアを受けている）脳卒
中入院患者を研究対象者とし、その失禁関連皮膚炎の有病率調査および細菌の分離培養を実施
した。月に１回以上の調査日を設け、失禁関連皮膚炎の有無およびその重症度について調査を行
った。調査対象部位は肛門周辺、臀裂部、左臀部、右臀部、性器部（陰唇部／陰嚢・陰茎）、下
腹部／恥骨部、左鼠径部、右鼠径部の 8部位とした。本邦ですでに確立された失禁関連皮膚炎の
重症度評価スケール（IAD-set）を用いて重症度評価を行った。結果の信頼性および研究対象者
の安全性を担保するため失禁関連皮膚炎の有無とその重症度のアセスメントは皮膚・排泄ケア
認定看護師の資格を有する研究分担者とともに実施した。病院看護部と月に１回のミーティン
グを設け、円滑な研究実施体制を整備した。 
（２）上記（１）の有病率調査と同時に、患者の陰部周囲から皮膚細菌検体を採取し、菌種の特
定のための分離培養を行った。 
（３）標準菌株および分離培養した臨床分離株を用いてクリスタルバイオレット法によるバイ
オフィルム形成評価実験を行った。 
（４）当初予期していなかったが本研究を通じて得られた新たな仮説として、失禁関連皮膚炎の
発生要因として陰部皮膚表面のｐH上昇に着目し、そのｐH上昇の原因がウレアーゼ産生菌にあ
ると考えた。そこで、ウレアーゼ産生菌を選択的に検出する培地を自前で作成し、上記（２）で
採取した皮膚細菌検体を用いてウレアーゼ産生菌の有無および強度に関して評価した。ウレア
ーゼ産生菌の存在は培地の色調変化および表面ｐHを計測することで明らかにした。 
（５）本研究は研究実施施設の医学研究倫理審査委員会の承認を経て実施した。患者の個人情報
に関して匿名性を担保した。 
 
４．研究成果 
（１）研究対象者の特性およびバイオフィルムに関する研究、およびウレアーゼ産生菌に関する
研究はそれぞれ１０２名、５２名の研究対象者に対して実施された。研究参加者の失禁関連皮膚
炎の有病率は約５０％にも及んだ。失禁関連皮膚炎保有群と未保有群との間で年齢、性別、脳卒
中の種類、日常生活自立度などの基本属性は有意差を認めなかったが、糖尿病の既往は失禁関連
皮膚炎の保有群で有意に多かった。 
（２）バイオフィルム研究の研究成果 
研究対象者の陰部皮膚表面の細菌検体から菌種の特定のための分離培養を行った後、その臨床
分離株のバイオフィルム形成能を測定した。結果、陰部皮膚に定着する細菌バイオフィルムの形
成能が失禁関連皮膚炎の未保有群と比較し保有群で有意に高かった。 
臨床研究とは別に、実験室レベルでのバイオフィルム形成実験の条件確立を行った後、皮膚常在
菌として知られる Staphylococcus aureus および失禁関連皮膚炎患者にしばしばみられるカン
ジダ属との共培養モデルにおけるバイオフィルム形成能を検討した。この実験室での研究は、今
後の陰部洗浄に関するアドバンストスキンケア手法開発を行う際の評価手法として応用可能で
ある。 
（３）ウレアーゼ産生菌の研究の研究成果 
陰部皮膚表面のウレアーゼ産生菌検出に対する適切な選択培地が市販されていなかったため、
自前で選択培地を作製した。先行研究でウレアーゼ産生菌のポジティブコントロールとして知
られている標準菌株（Staphylococcus aureus および Proteus mirabilis）およびネガティブコ
ントロールとして Escherichia coli およびリン酸緩衝液（PBS）を評価に使用した。これら菌株
の培養液を作製された選択培地に播種した結果、ポジティブコントロールの２種では培地の色



調変化とともに表面ｐHのアルカリ側へのシフトを認めた。一方、ネガティブコントロールでは
ほとんどその現象は認められず、PBS では全く認めなかった。 
ウレアーゼ検出のための選択培地として適切だと考え、その作製した培地を用いて研究対象者
から得た皮膚細菌検体の培養液を播種した。その結果、失禁関連皮膚炎の未保有群の約９０％が
ウレアーゼ産生菌をほとんどあるいは全く保有していなかったのに対し、保有群の約３０％は
ウレアーゼ産生菌を強く保持しており、ほとんどあるいは全く保有していなかったのは約３０％
にとどまった（p=0.002）。並行して一般細菌の生菌数を計測したが、両群間で有意差を認めなか
った。図１にウレアーゼ産生菌を保有するあるいは保有しない研究対象者の培地の外観写真を
示す。 
（４）これまで皮膚浸軟や便失禁の付着による細菌増殖が失禁関連皮膚炎の発生要因であると
これまで知られていた。しかし上記（１）から（４）の研究成果により、単に皮膚細菌の増殖が
失禁関連皮膚炎の発生要因なのではなく、そこに存在する特定の菌種のバイオフィルム形成能
の増加がその発生に関与している可能性があることが示唆された。 
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